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といった無常観を許容して、文化やものづくりを積み重ねてきた。 
 寺や神社といった書院造りに代表される伝統的な日本建築は、壁を重視しない柱構造で可動性のある
襖によって境界は移動し、軒、縁、障子など家屋の内部と外部を遮断せず、襖や天井に季節の草木や山
川、人物などが、もののあらわれとして描かれる。それらすべての関係性によって内在化された自然観
が創りだされ、主も客もない自然に従う、自然と同化する場となる。 
 申請者は、2011年より滋賀県竹生島の都久夫須麻神社、京都府京都市の南禅寺、天授庵、滋賀県大津
市の園城寺、勧学院、光浄院で撮影調査を行ってきた。桃山時代の造形を実際の場で体感し、働きの相
互作用によっておこる、その場に生じているのが桃山美術の造形空間の根幹をなすものと、制作者とし
ての身体をとおして直感した。 
 博士提出論文、「空間論」は、第１章で撮影調査の具体的事例をもとに、桃山美術が抱えていた空間
を、現代のデジタル思想の中で相対的に比較、考察され、デジタルフォト、画像記録、出力、カラーマ
ネージメント、デジタルアーカイブの新たな可能性、方向性が導き出されている。第２章では、数年間
調査してきた竹生島の都久夫須麻神社と琵琶湖の自然から、環境と材料の関係が考察され、その背後に
ある湿度の質の差が文化の質の差異であることが暗示されている。第３章において、実践的考察を園城
寺、光浄院で行うための床の制作において、材料そのものが持つ性質、支持体、展色剤が場の中でどの
ような意味を持つものかが論じられている。材料と場、時間と表象の関係を日本美術にある新しさの中
に、制作と研究を見直す試みの実践を「空間論」として構築した。 
 博士提出作品「2017-2018」は床の作品と、園城寺、光浄院に設置した場の映像と琵琶湖の映像で構
成されている。園城寺、光浄院で作品を見ていると、床は場であり、箔は面影であり、絵具はかさねで
あり、筆づかいは行為そのもの、状態そのものが場にある感覚を覚える。美術館では出現しない、その
場にうつろう時間を入れることで場を抽象化し空間を立ち上がらせる。 
 博士提出論文、博士提出作品は、論文副査、作品副査、外部副査からも博士学位として認められる論
文、作品として高い評価を受けた。 
 申請者の表現は今ここから始まったばかりである。 
 
